
教育職員免許法

昭和２４年５月３１日法律第１４７号

改正法令
地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律
令和１年６月７日法律第２６号
令和２年４月１日 施行
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○教育職員免許法 ○教育職員免許法
〔昭和二十四年五月三十一日号外 〔昭和二十四年五月三十一日号外

法律第百四十七号〕 法律第百四十七号〕

： ：

： ：

《略》 《略》

： ：

附 則 附 則

： ：

《略》 《略》

： ：

� 児童福祉法（昭和二十二年法律第百六十四号）第十八条の十八

第一項に規定する保育士の登録をしている者であつて学士の学位

又は短期大学士の学位その他の文部科学省令で定める基礎資格を

有するものに対して教育職員検定により幼稚園の教諭の一種免許

状又は二種免許状を授与する場合における学力及び実務の検定は

、認定こども園法一部改正法の施行の日から起算して五年を経過

するまでの間は、第六条第二項の規定にかかわらず、当該基礎資

格を取得した後文部科学省令で定める職員として良好な成績で勤

務した旨の実務証明責任者の証明を有することを必要とする最低

在職年数及び当該基礎資格を取得した後大学その他の文部科学省

令で定める機関において修得することを必要とする最低単位数と

して文部科学省令で定めるものによるものとする。この場合にお

いて、同条第四項及び第九条第四項の規定の適用については、第

六条第四項中「得た日」とあるのは「得た日又は附則第十八項の

文部科学省令で定める最低在職年数を満たし、かつ、同項の文部

科学省令で定める最低単位数を修得した日」と、第九条第四項中

� 児童福祉法（昭和二十二年法律第百六十四号）第十八条の十八

第一項に規定する保育士の登録をしている者であつて学士の学位

又は短期大学士の学位その他の文部科学省令で定める基礎資格を

有するものに対して教育職員検定により幼稚園の教諭の一種免許

状又は二種免許状を授与する場合における学力及び実務の検定は

、認定こども園法一部改正法の施行の日から起算して十年を経過

するまでの間は、第六条第二項の規定にかかわらず、当該基礎資

格を取得した後文部科学省令で定める職員として良好な成績で勤

務した旨の実務証明責任者の証明を有することを必要とする最低

在職年数及び当該基礎資格を取得した後大学その他の文部科学省

令で定める機関において修得することを必要とする最低単位数と

して文部科学省令で定めるものによるものとする。この場合にお

いて、同条第四項及び第九条第四項の規定の適用については、第

六条第四項中「得た日」とあるのは「得た日又は附則第十八項の

文部科学省令で定める最低在職年数を満たし、かつ、同項の文部

科学省令で定める最低単位数を修得した日」と、第九条第四項中
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「得た日」とあるのは「得た日若しくは附則第十八項の文部科学

省令で定める最低在職年数を満たし、かつ、同項の文部科学省令

で定める最低単位数を修得した日」とする。

「得た日」とあるのは「得た日若しくは附則第十八項の文部科学

省令で定める最低在職年数を満たし、かつ、同項の文部科学省令

で定める最低単位数を修得した日」とする。
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